
： ：
- - - - - - ： ：

： ：
： ：

- - - - - - ： ：
： ：
： ：

- - - - - - ： ：
： ：
： ：

- - - - - - E2 ： ： C2
： ：

： ：
： ：
： ：
： ：

- - - - - - ： ：
： ：
： ：

- - - - - - ： ：
： ：
： ：

- - - - - - ： ：

- - - - - -

- - - - -

- - - - -

- - - - -

- - -

- - -

- - -

- - -

- - -

⑤観客席は選手席のコートを挟んだ向かい側に限定する。

⑥父母席（観客席）からの過剰な応援、サイドコーチング等の指示を禁止する（退席処分の対象）。

⑦閉会式において決勝トーナメント各1位（代表7チーム）を表彰する。

②ベンチ入りする指導者のうち有資格者（Ｄ級コーチ以上）はチームの選手証確認の際に本部でＪＦＡ公認指導者

ライセンス証を提示し確認を受けること。

ＪＦＡ公認指導者ライセンス証についてはスマートフォンなどの画面での提示を認める。

③大会規定に違反し、その他不都合な行為の発生した場合は、そのチームの本大会への出場を停止する。

④大会参加にあたっては指導者、後援会を問わずプレイヤーズファーストの理念の基に「大会参加にあたっての注意

事項」を遵守しなければならない。

④本大会の予選は懲罰規定上の同一の競技会とみなし、予選終了時で退場、退席による未消化の

出場停止処分は本大会において消化する。

設営 朝７：３０ 本部前 各コート第１試合のチーム
⑤本大会規定、本記載事項にない事例に関しては、本大会規律フェアプレー委員会において決定する。

協議当番 集合時間 集合場所

その他

撤収 試合終了次第 各コート 各コート最終試合のチーム
①各チームの登録選手は、(公財)日本サッカー協会発行の選手証を持参しなければならない。

ただし、写真貼付により顔の認識ができる選手証または登録選手一覧を印刷したものに限る。

16 西帯大空

対象チーム

総得点 順位

②本大会期間中警告を２度受けた者は次の１試合に出場できない。

③競技者が退場を命ぜられた場合はその競技者のチームは交代要員の中から競技者を補充できる。

主審は競技者が補充されようとしている間は試合を停止する。

15 SSJｒ
D2

全ブロック １２分-３分-１２分

懲罰

①本大会において退場させられた者は次の１試合に出場できずそれ以降の処置については本大会

の規律フェアプレー委員会で決定する。

14 光南
D8 D5

④指導者と審判員を兼ねる場合は審判業務を優先しなければならない。

13 アッカムイ
C2 C5 C8

②３級以上の審判員を帯同できない場合は４級１名を帯同し、不帯同審判料を大会本部へ納入すること。

Ｄブロック （Ｃ・Ｄコート） ③予選は主審のみ指名、決勝トーナメントは４名全員指名、決勝戦は協会が審判業務を行う。

アッカムイ 光南 SSJｒ 西帯大空 勝ち点

試合時間

得失点

⑦監督またはベンチ役員が判定に対して異議を示し、主審から注意を受けた後に、再度異議を示した時は、主審の

判断により退席処分とする。

審  判

①各チームは３級以上の公認審判員１名と４級以上の公認審判員１名を帯同すること。

12 しんとく

④指導者は「参加チーム｣を掌握指導する責任ある指導者であること、

⑤ベンチはブロック若番(進行表左側のチーム)が左側に位置すること。

⑥その都度ただ１人の引率指導者のみが戦略的指示を伝えることができる。

27 白人

ゴールキーパーは事前に主審に通知した上で試合の停止中に交代することができる。

③ベンチ入りできる人数は役員原則２名以上４名以下、交代要員８名(例外規定あり)以内とする。

11 帯北
B2

C9

26 幕別札内10 ソルプレーサ
B6 B4

決勝トーナメントにおいて、同点の場合はPK方式にて次回進出チームを決定する。ただし、決勝戦においては、

前後半各３分の延長戦を行い、なお決しない場合はPK方式により勝利チームを決定する。

②登録できる交代要員の数は８名（例外規定あり）とし交代して退いた選手は再び交代要員とし出場できる。

本別池田
C3 C6

25

交代の回数は制限されない。

9 帯広Jr
A2 A4 A6

白人 勝ち点 得失点帯広Jr ソルプレーサ 帯北 しんとく 勝ち点 総得点 順位 ①予選ラウンドは勝ち点（勝3分け1負け0）得失点差、総得点、当該チームの戦績、抽選の順で順位を決定する。得失点 総得点 順位 本別池田 幕別札内

競技規則

本年度日本サッカー協会８人制サッカー競技規則による。

Ｃブロック （Ａ・Ｂコート） Gブロック （Ｃコート） 競技方法

14:0014:00
24

13:30

8 清水

11 13:30 11

緑陽台

12:30
10 13:00 10
9 12:30 幕別札内 白人 ⑧ 9

13:00
B8

23 鈴蘭

12:00 光南 SSJｒ ⑦

7 広尾
D1

8 12:00 アッカムイ 西帯大空 ⑦ 8

6 11:00 本別池田 白人
7 11:30 ⑨ 7 11:30 中札内豊成 広尾 ⑧

⑤ 6 11:00
芽室 清水

B12 B10

22 札南

10:30 光南 西帯大空 ④

6 中札内豊成
D7 D4

5 10:30 アッカムイ SSJｒ ④ 5

3 9:30 本別池田 幕別札内
4 10:00 ⑥ 4 10:00 中札内豊成 清水 ⑤

② 3 9:30
芽室 広尾

A8 A10 A12

21 オンオール

西帯大空 ①

5 芽室
C1 C4 C7

アッカムイ 光南 ① 2 9:00 SSJｒ勝ち点 得失点 総得点 順位 2 9:00順位 オンオール 札南 鈴蘭 緑陽台

清水 ②
芽室 中札内豊成 広尾 清水 勝ち点 得失点 総得点

芽室 中札内豊成 ③ 1 8:30 広尾Ｂブロック （Ｃ・Ｄコート） Ｆブロック （Ａ・Ｂコート） 1 8:30

鈴蘭 ⑪
試合 時間 Cコート 審判 試合 時間 Dコート 審判

開西つつじ プログレッソ ⑫ D2 13:30 稲田士幌 陸別 ⑫
12 14:00 オンオール 緑陽台 ⑪ 12 14:00 札南

プログレッソ ⑩
10 13:00 オンオール 鈴蘭 ⑨ 10 13:00 札南

開西つつじ 陸別 ⑩ 9 12:30 稲田士幌
緑陽台 ⑨

9 12:30
20 プログレッソ

11 13:30
4 足寄

⑧
8 12:00 オンオール 札南 ⑦ 8 12:00 鈴蘭 緑陽台 ⑦

11:30 開西つつじ 稲田士幌 ⑧ 719 陸別 11:30 陸別 プログレッソ3 大樹
B1 B7 11:00 ソルプレーサ 帯北 ⑤

7

5 10:30 帯広FC 足寄 ⑥ 5 10:30 明和広陽 大樹
6 11:00 帯広Jr しんとく ⑤ 6

⑥

9:30 明和広陽 足寄 ④
4 10:00 帯広Jr 帯北 ③ 4
3 9:30 帯広FC 大樹 ④ 3

10:00 ソルプレーサ しんとく ③
B9

18 稲田士幌
B11

帯広FC 明和広陽 ② 1 8:30 大樹
しんとく ①

2 明和広陽
B5 B3

開西つつじ
A7 A9 A11 Aコート 審判 試合 時間 Bコート 審判試合 時間

1 8:30 足寄 ②
2 9:00 帯広Jr ソルプレーサ ① 2 9:00 帯北

1 帯広FC
A1 A3 A5

順位 開西つつじ明和広陽 大樹 足寄 勝ち点 得失点 総得点
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第22回全道少年U-10サッカー北北海道大会十勝地区予選　兼　第22回勝毎杯全十勝少年U-10サッカー大会
2025/8/23(土)

十勝川河川敷サッカー場

Ａブロック （Ａ・Ｂコート） Ｅブロック （Ａ・Ｂコート）
リーグ試合進行表

帯広FC 勝ち点 得失点 総得点 順位稲田士幌 陸別 プログレッソ



第１トーナメント 第２トーナメント 第３トーナメント 第４トーナメント 第５トーナメント

（A1 VS B④の負け）

第６トーナメント 第７トーナメント

本年度日本サッカー協会８人制サッカー競技規則による。 ①本大会において退場させられた者は次の１試合に出場できずそれ以降の処置については本大会

の規律フェアプレー委員会で決定する。

①予選ラウンドは勝ち点（勝3分け1負け0）得失点差、総得点、当該チームの戦績、抽選の順で順位を決定する。 ②本大会期間中警告を２度受けた者は次の１試合に出場できない。

決勝トーナメントにおいて、同点の場合はPK方式にて次回進出チームを決定する。ただし、決勝戦においては、 ③競技者が退場を命ぜられた場合はその競技者のチームは交代要員の中から競技者を補充できる。

前後半各３分の延長戦を行い、なお決しない場合はPK方式により勝利チームを決定する。 主審は競技者が補充されようとしている間は試合を停止する。

②登録できる交代要員の数は８名（例外規定あり）とし交代して退いた選手は再び交代要員とし出場できる。 ④本大会の予選は懲罰規定上の同一の競技会とみなし、予選終了時で退場、退席による未消化の

交代の回数は制限されない。 出場停止処分は本大会において消化する。

ゴールキーパーは事前に主審に通知した上で試合の停止中に交代することができる。 ⑤本大会規定、本記載事項にない事例に関しては、本大会規律フェアプレー委員会において決定する。

③ベンチ入りできる人数は役員原則２名以上４名以下、交代要員８名(例外規定あり)以内とする。

④指導者は「参加チーム｣を掌握指導する責任ある指導者であること。 ①各チームの登録選手は、(公財)日本サッカー協会発行の選手証を持参しなければならない。

⑤ベンチはブロック若番(進行表左側のチーム)が左側に位置すること。 ただし、写真貼付により顔の認識ができる選手証または登録選手一覧を印刷したものに限る。

⑥その都度ただ１人の引率指導者のみが戦略的指示を伝えることができる。 ②ベンチ入りする指導者のうち有資格者（Ｄ級コーチ以上）はチームの選手証確認の際に本部でＪＦＡ公認

⑦監督またはベンチ役員が判定に対して異議を示し、主審から注意を受けた後に、再度異議を示した時は、 指導者ライセンス証を提示し確認を受けること。

主審の判断により退席処分とする。 ＪＦＡ公認指導者ライセンス証についてはスマートフォンなどの画面での提示を認める。

③大会規定に違反し、その他不都合な行為の発生した場合は、そのチームの本大会への出場を停止する。

①各チームは３級以上の公認審判員１名と４級以上の公認審判員１名を帯同すること。 ④大会参加にあたっては指導者、後援会を問わずプレイヤーズファーストの理念の基に「大会参加にあたっての

②３級以上の審判員を帯同できない場合は４級１名を帯同し、不帯同審判料を大会本部へ納入すること。 注意事項」を遵守しなければならない。

③予選は主審のみ指名、決勝トーナメントは４名全員指名、決勝戦は協会が審判業務を行う。 ⑤観客席は選手席のコートを挟んだ向かい側に限定する。

④指導者と審判員を兼ねる場合は審判業務を優先しなければならない。 ⑥父母席（観客席）からの過剰な応援、サイドコーチング等の指示を禁止する（退席処分の対象）。

⑦閉会式において決勝トーナメント各1位（代表7チーム）を表彰する。

第22回全道少年U-10サッカー北北海道大会十勝地区予選　兼　第22回勝毎杯全十勝少年U-10サッカー大会 決勝トーナメント組合せ表 2025/8/24（日） 十勝川河川敷サッカー場

第１代表 第２代表 第３代表 第４代表 第５代表

Bｺｰﾄ 協会審判

⑨13：10 ⑨13：10 ⑦12:00 ⑦12:00 ⑧12：35

Cｺｰﾄ 協会審判 Dｺｰﾄ 協会審判 Bｺｰﾄ 協会審判 Cｺｰﾄ 協会審判

④10：15 ④10：15 ④10：15 ①8：30 ①8：30 ②9：05 ②9：05 ②9：05 ②9：05

Bｺｰﾄ 審判B③ Cｺｰﾄ 審判C③ Dｺｰﾄ 審判D③ Cｺｰﾄ 審判C② Dｺｰﾄ 審判D② Aｺｰﾄ 審判A① Bｺｰﾄ 審判B④ Cｺｰﾄ 審判C① Dｺｰﾄ 審判D①

A1 C3 B2 B1 E4 D3 C2 C1 F4

Bｺｰﾄ 審判自チーム Cｺｰﾄ 審判自チーム

E1 B4 G3 F2E3 D2 D1 A4 F3 E2

懲罰

競技方法

Aｺｰﾄ 審判自チーム

試合時間 全試合 １２分-３分-１２分

第６代表 第７代表

⑥11：25 ⑤10：50 ⑤10：50 ⑤10：50

⑥11：25 Bｺｰﾄ 審判自チーム Aｺｰﾄ 審判自チーム

⑧12：35 ⑨13：10

Cｺｰﾄ 協会審判 Bｺｰﾄ 協会審判

競技規則

③9:40 ③9:40 ③9:40 ③9:40 その他

Aｺｰﾄ 審判A④ Bｺｰﾄ 審判B② Cｺｰﾄ 審判C④ Dｺｰﾄ 審判D④

審  判

⑥11：25 ⑥11：25

Cｺｰﾄ 審判自チーム Dｺｰﾄ 審判自チーム

B3 A2F1 C4 A3 G2 G1 D4


